
MMS 研究会 2004 年度第 3回幹事会議事録 

 

日 時：2005 年 3 月 22 日（火） 14 時～18 時 

場 所：新高輪プリンスホテル（東京都品川） 

出席者：浅野哲秀、林 真、矢嶋信浩、宇野芳文、本間正充、浜田修一、大山ワカ子、中嶋 圓、

山影康次、河村公太郎（47 回定例会世話人）、笛木なな（コーヴァンス ジャパン）、

祖父尼俊雄 

 （欠席：田中憲穂、松元郷六、若田明裕、兵庫淳志、齋藤優子、森田 健） 

 （順不同、敬称略） 

  

議題 

１．MMS 研究会セミナー開催について 

1) MMS 主催、コーヴァンス協賛でセミナーを開催することの確認を笛木さんにお願いした

（後日正式に確認された）。 

・ セミナーの内容は以下の通り。 

 日時：2005 年 4 月 20 日（水）13 時 30 分受付、14 時講演開始 

 場所：ロイヤルパークホテル（東京、水天宮前） 

 参加費：無料 

 講演（14:00-17:00）： 

 (1) David Kirkland、座長：宇野芳文 

 (2) 林 真、座長：祖父尼俊雄 

 (3) Julie Clements、座長：本間正充  

 懇親会（立食形式、17:00-19:00） 

 

2) 確認および検討事項 

 会場収容数：100 名 

 講演：講演者一人あたり１時間（含質疑応答）、通訳は付けないが，質疑応答に関して

は日本語も可とする。 

 コーヒーブレイクは設けない、ホテルに水の手配をお願いする。 

 会場や当日の受付、スライド担当等の手配はコーヴァンスで行う。 

 当日は、受付で資料（講演要旨とスライドを綴った冊子で、MMSとコーヴァンスのロ
ゴ入りの表紙をつける。また、要旨についてはコーヴァンスで和訳し、それも綴る）を

配布する。 
 講演資料（スライド）については、事前に座長へ配布する。 

 参加者へのアナウンスは、MMS 会員に限定せず、JEMS やその他、合成関係の方々にも広

く呼びかける（4月 1日現在、MMS 会員および JEMS 会員へのアナウンスと MMS ホームペ

ージへのアップは終了済み）。 

 人数把握のため、事前登録してもらう。 

 懇親会費については、参加者より 2000 円程度徴収する（2000 円負担ということで最終

確認済み）。 
 

２．47 回定例会について 

1) 世話人代表より以下のような施設等に関する説明が行われた。 

 施設：ホテル鹿の湯・花もみじ（本館）、6月 17 日～6月 18 日の予約済 

 施設詳細：4人ないし 7人部屋、朝食はバイキング、 

        会議室と小部屋３室利用可だが、会議室は利用人数により変わる 



       お湯と麦茶はホテル側で無料提供 

    パソコンと PC 用プロジェクターは持ち込みの必要あり。 

費用：当初は一人あたり 9000 円を想定（見積もり確認の結果、若干の値上げが必要そ

うなので、赤字決算を避けるために、世話人の方で再度検討していただく） 

2) 交通手段について 

・公営の交通手段では、空港から直接ホテルへアクセスできるルートはない。従って、

新千歳空港から札幌駅まで出てからバスないしタクシーの利用となる。しかし、渋滞

のおそれがあるので、地下鉄で札幌駅から真駒内駅まで行き、そこからバスの利用が

お勧めとのこと。 

 ・ホテルのバスを利用する場合は、札幌駅発 11 時頃を設定することは可能 

・飛行機については、バーゲンチケットを利用すると安くなるが、利用可能な時間等の

確認が必要 

・新千歳空港 12 時頃発のホテル行きチャーターバスの利用を検討して頂く（検討して

頂いた結果、定員 45 名、ガイド付で 5 万円、ガイドなしで 4.5 万、所要時間は高速

使用で 1.5 時間位、高速使用料金は別途必要とのこと）。 

3) プログラムについて 

検討の結果、大まかには以下のようなプログラムにすることとした。 

17 日（金） 

 13 時受付開始、14 時定例会開始 

 プログラム：総会、共同研究報告、特別講演、ナイトセッション、共同研究打合せ 

18 日（土） 

 8 時 30 分開始 

 プログラム： MMS 会員の最近の研究成果について 

 12 時閉会 

閉会後、拡大幹事会開催、希望者にはオプショナルツアーを計画中。 

発表者には、メモリースティックを準備頂く 

 

３．幹事会選挙について 

1) 今回も電子投票とする。 

2) ゴールデンウィーク前にアナウンスして、ゴールデンウィーク明けに公示する。 

 投票期間は、5月 9日～5月 15 日の 1週間とする。 

 開票集計は、5月 16 日～5月 21 日の間に行う。 

3) 会長・幹事選挙に関する覚え書きに従い、若田幹事、大山幹事、兵庫幹事、松元幹事の

4名は 2期連続幹事に選出されたことから、今回の選挙では被選挙権を失う。 

4) 会長・幹事選挙に関する覚え書きに従い、会長より松元会員、大山会員、兵庫会員に選

挙管理委員会を委嘱することとした。 

5) 47 回定例会までに幹事会を開き、3役（会長、庶務、会計）を選出する。 

 

４．研究会将来構想について  

1) JEMS 理事会総務担当より MMS および BMS 会長宛に出された、公認研究会への質問状につ

いて、祖父尼先生より分科会（研究会）の歴史的背景を説明して頂くとともに、質問の

趣旨やその回答についての意見交換がなされた。結論としては、研究会の活動を制約さ

れることには反対するが、MMS が JEMS の活動に協力し、双方にとって有益となるような

協力関係を目指すことについては異論がないという MMS の意見を JEMS 側に打診するこ

ととした。 

 


